
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“シャキッ”と新聞 
 第１１５号 

２０１７．６．１３ 

西中ＰＴＡ執行部 発行 

責任者  松岡 修一 

今月の“シャキッ”とする週間 

６／１２（月）～６／１６（金） 

今年度も西中学校に、教育実習生の皆さんが来られています。実習期間は６月５日（月）から２３日（金）

の３週間です。5名の教育実習生の皆さんに、教育実習にきて思ったことを聞いてみました。 

 

福島 大和さん 

 

 この度、教育実習でお世話になります摂南大学から参りました福島大和と申します。教科は数学を担当させて頂き

ます。礼儀正しく、明るく大きな声で挨拶のできる久しぶりの西中生に感心させられています。授業の際には少しで

も分かり易い授業を心掛け、できるだけ多くの「分かった。」の顔を見られる様に頑張ります。 

 ３週間という短い間ではございますが、よろしくお願いいたします。 

田坂 知香子さん 

武庫川女子大学から参りました、田坂知香子です。教科は保健体育科です。私の目標は、教師になるために必要な

知識を学び、将来に活かしたいと考えております。また生徒たちと、授業や休み時間などを通して生徒と教師の関係

の築き方を学んでいきたいと考えています。将来、教師になるという夢を叶えるために、この３週間大切にしていき

たいと思います。充実した教育実習にするため一生懸命頑張りますのでお願いいたします。 

田中 慎吾さん 

 大阪経済法科大学からまいりました、田中慎吾です。この教育実習の目標は、「教員になるための自信」を身につけ

ることです。まだまだ、教員になるためのスキルはたりてないです。しかし、伊丹西中学校で教育実習を３週間やり

きることによって教員としてやっていける自信が少しつくと思います。この「自信」を胸にこれから教員採用試験を

受け、先生方のように生徒たちから信頼される教師になっていきたいです。 

 

松尾 雅さん 

 武庫川女子大学・健康スポーツ学科より参りました、松尾雅と申します。６月５日から２３日まで、教科は保健体

育課担当でお世話になります。教育実習を通し、少しでも学校現場はどのようなものかを学べるよう努めて参ります。

子ども第一で愛情を深く持った教員になり、将来は子ども達の視野を広げられるようになる事を目標としています。

その為に生涯学び続け、日々精進して参ります。３週間、どうぞよろしくお願い致します。 

 

紀谷 嘉良子さん 

 兵庫教育大学から参りました、紀谷嘉良子です。実習の目標は、わかりやすい授業を心掛けていくことです。その

ためにも西中学校の先生方の授業、声かけを観察し学ばせていただきたいと思います。将来、教師になったときに実

習で学んだことを活かせるように充実した教育実習にしていきたいと思います。ご迷惑をたくさんおかけすると思い

ますが、一生懸命がんばりますので３週間よろしくお願いします。 

 
 

 教育実習生の皆さん、残りわずかな期間ですがよろしくお願いします！ 

 



 ベルマーク運動に 

ご協力おねがいします！ 

 

 西中ＰＴＡでは、ベルマーク及び純正インク

カートリッジ（キャノン・エプソン・ブラザー）

テトラパックの回収を行っています。 

 回収箱は事務室前のカウンターに置いてあり

ます。また、“シャキッ”とする週間には、朝の

あいさつ運動の際に、役員が正門付近で回収し

ています。お子さんに持たせていただいても、

保護者の皆様が来校される際にお持ちいただい

ても結構です。ご協力お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西中ＰＴＡでは、企画委員会のメンバー（執

行部・各部正副部長・顧問・監事・校長先生・

教頭先生・教務の先生）を中心に『学力向上委

員会』を運営いたします。 

今年度は６月１０日にアンケートを配布い

たしました。回答結果等につきましては、別紙

にてご報告させていただきます。 

たくさんの回答をお待ちしています。 

 

本号が出るころには既に「トライやる・ウィーク」は終了していますが、今回はその事について一言お伝え

したいことがあります。「 

トライやる・ウィーク」は、私が西中の 2年生だった昭和 52年（1977年）にはこのような体験型授業は有

りませんでした。皆さんは 1週間の短期ながら良い経験をされていると思います。内容も多岐にわたり、サー

ビス系、製造関連、学校関連等があります。 

例えば、街のパン屋さん。製造～販売まで一貫した体験が可能、製造に関しては皆さんが寝ている深夜から

の作業になるので、追加の生産が無ければ全工程を見ることは出来ませんが、実際の製造時には生地を捏ねる

順番や焼き上がり状態を保つためにどの段で焼くとか、どの向きにどの間隔で置けば美味しそうに見え、取り

やすいか？等々を研究されていると思いますので興味のある方は聞いてみるのも一考ですね。 

衣料・スポーツ店の陳列もそうです、バーゲンワゴンセール品等は山積みにする事も有りますが、通常販売

品はデザイン・サイズ等を無造作には置きません。売りたい製品をどこに展示するのが良いかを常に考慮し対

応しています。現在は展示方法もシステマチックになっている様ですが、最終的には「人が」みて判断するも

のでしょう。 

 又、工場（工業製品）などは、自動化が進み一件無機質に見え、コストダウンの為にかなりの分野で機械化

（自動化）が進んでいますが、「人が」介在せざるを得ない所等多分に有ります。担当された方は、奥深く追

及してみてください。 

これらの経験は、皆さんが将来社会人になった時への貴重な経験であり、又日々の生活の中での「感謝」を

考える意味での良い経験と言えます。２、3 年生はこの経験・体験を思い出して今後の糧に、1 年生は次年度

の「トライやる・ウィーク」に向けての予習にでもなれば。 

仕事の虫 サラリーマン会長からでした（笑） 

 

次回の“シャキッ”とする週間は、７／１０（月）～７／１４（金）です。 

朝のあいさつ運動は８：１０頃～８：３０頃まで正門付近で行います。蒸し暑さにも負けず 

子どもたちが元気に登校しています！ぜひ皆さまご参加ください。 

学力向上委員会 

会長のひとりごと 


